
目 的：次代を担う子供たちに対して、民俗芸能、工芸技術、邦楽、
日本舞踊、茶道、華道、囲碁、将棋などの伝統文化、生活文
化及び国民娯楽に関する活動を、計画的・継続的に体験・修
得できる機会の提供により、我が国の歴史と伝統の中から生
まれ、大切に守り伝えられてきた伝統文化等を将来にわたっ
て確実に継承し、発展させるとともに、子供たちの豊かな人
間性を涵養（かんよう）すること

参加対象：地域に在住する親子等（子供のみが対象の教室も可）
実施主体：伝統文化等に関する活動を行う団体（伝統文化関係団体）等
実施方法：全国の伝統文化関係団体を対象に募集し有識者審査を経て決

定「放課後子供教室」と連携した体験機会を提供
支援事業数：約３，８００教室

みまや焼き教室子供屋台囃子教室

■ 第３期教育振興基本計画（平成３０年６月閣議決定）

教室実施型 1,106百万円（1,145百万円）

■ 第1期文化芸術推進基本計画（平成３０年３月閣議決定）
将来の文化財の担い手である子供たちが伝統的な価値に触れる機会の充実に努める。

文化芸術団体との連携・協力を図りつつ・・・子供たちが地域の伝統文化に触れる機会を提供する取組への支援を行う。

目 的：伝統文化等を振興する自治体が地域の文化を掘り起こし、集中的
に体験できる多様な機会を創出することにより、キッズウィーク
等の休日における活動機会や障害のある子供の体験機会を確保す
るなど、地域の多様な人々の社会参画や子供の体験活動機会の充
実を図ること
教室実施型が実施されている地域の指導者等の協力により、事業
を充実・発展させること

参加対象：地域に在住する親子等
実施主体：地方自治体
支援事業数：約４０地域

■ 経済財政運営と改革の基本方針2019（令和元年６月閣議決定）
「文化芸術推進基本計画」や「文化経済戦略」に基づき、・・・子供や障害者等の文化芸術活動の推進・・・に取り組む。

 

着装・礼法教室
きもの文化体験祭り太鼓体験郷土食文化体験

地域展開型【拡充】 95百万円（46百万円）

■ 未来投資戦略201８（平成３０年６月閣議決定）

大人と子供が向き合う時間を確保するため・・・「キッズウィーク」を設定し、多様な活動機会の確保等を官民一体で推進する。

伝統文化親子教室事業
令和２年度予算額（案）1,293百万円
(前年度予算額 1,284百万円)

調査研究及び審査経費等 92百万円（93百万円）

教室に参加した子供や保護者、指導者を対象に事業実施について調査等を行うとともに、その結果を教室の実施団体に還元し、事業の改善や更なる効率
的・効果的な実施に繋げる。


